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は　じ　め　に

　豊かな自然が織りなす四季の風景と恵みの産物、様々な分野で名をはせた

多くの偉人、世界に躍進する製鉄産業、神代から綿々と語り継がれている伝

説や史実など、安来市はこのように数多くの「ひと・もの・こと」にあふれ

ています。これらのすばらしい題材を通して学んでいく「ふるさと学習」を『安

来学』と名付けました。そして、安来に生まれ育ち、また縁あってこの街で

暮らし学ぶ機会をもったすべての子どもたちが、ふるさとを知り、学び、考

えることによって、安来を愛し、郷土の発展に寄与できる人に育ってくれる

ことを願って「安来ふるさと読本」を作成しました。この本は、すばらしい

郷土への興味を高め、理解を深めていく手がかりとなるように構成しています。

　この学習活動を通して、子どもたちが学び方やものの考え方を身につける

探究活動に主体的・創造的に取り組む態度や地域社会の一員としての自覚を

深め、よりよい安来を築こうとする実践力を培っていくことをめざしています。

　未来を担う子どもたちが健やかに育ち、学習を深め、高く、大きく羽ばた

いていくことは、今後少子化を迎える日本にとって、重要なこととなるでしょ

う。かけがえのない大切な子どもたち一人一人が、この『安来学』によって、

ふるさとを知り、ふるさとを愛し、ふるさとを誇りに思うようになり、そし

てこのふるさとで学び育てた力を将来存分に発揮してくれることを切に願っ

ています。

児童のみなさんへ

　小学校４年生から６年生までは、「安来を学ぶ」をめあてとして、安来の

自然・歴史・人々について知り、深く学ぶことができるようにこの本はつく

られています。安来のさまざまな物事を学ぶために、
じょうほう

情報の入手先などを知

るための「道しるべ」の
こうもく

項目がかかれています。調べ方の例を参考にして、

自分から進んで調べ、安来についてたくさんのことを学んでください。

しき ふうけい めぐ さんぶつ

せいてつさんぎょう めんめん つ でん

せつ しじつ

だいざい

なづ えん まち

く きかい

あい きょうど はってん きよ

ねが さくせい

きょうみ りかい こうせい

しゅたいてき そうぞうてき たいど ちいき じかく

きず じっせんりょく つちか

みらい にな すこ

むか じゅうよう

あい ほこ

しょうらい はっき

ゆた しぜん お

やくしんいじん

しぜん れきし

れい さんこう

きょうど

たんきゅう

ねが



◆市の鳥・花・木・魚

◆市章

◆市のおいたち

　昭和50年代に入ってから、本格的に能
義平野へ飛来するようになった。冬の風
物詩となり、能義平野を縦貫する広域農
道にも「白鳥」の名称が使われているな
ど、市民に親しみのある鳥である。冬の
訪れを告げる11月ごろに飛来し、翌年の
３月ごろまで、その姿を市民に楽しませ
てくれる。

　安来市には、「社日公園」「十神山」　安来市には、「社日公園」「十神山」
「太鼓の壇」「上の台」など、桜の名所「太鼓の壇」「上の台」など、桜の名所
が多数ある。市内のいたるところで目にが多数ある。市内のいたるところで目に
することができ、桜の花の優しい色合いすることができ、桜の花の優しい色合い
は、市民を和ませてくれる。は、市民を和ませてくれる。
　安来節の歌詞にもある「社日桜」は、　安来節の歌詞にもある「社日桜」は、
現在、社日公園の桜を総称しているが、現在、社日公園の桜を総称しているが、
実際は、明治時代まで栄華を誇ったと言実際は、明治時代まで栄華を誇ったと言
われる桜の老木の名称であったと言われわれる桜の老木の名称であったと言われ
ている。

◇沿革◇
　当地域は、古くは出雲国の東部「意宇郡」に属していたが、平安時代に仁多郡に属し
ていた比田地域を合わせ「能義郡」として一つの行政区となった。
　戦国時代には、月山富田城を本拠とする尼子氏が、陰陽11州（現中国地方）に勢力を
及ぼすまでに台頭した。
　江戸時代には、松江藩の支藩として広瀬藩、母里藩が置かれ、飯梨川や伯太川を利用
して物資を運搬し、安来港が物資集積の積出港として栄え、和鉄や蔵米の集散地として
発展した。
　廃藩置県により、明治４年７月に松江県、広瀬県、母里県となり、同年11月に統廃合
され「島根県」となった。
　明治22年の市制町村制施行により、当地域は能義郡として２町14村となった。
　その後、戦後の市町村合併により「安来市」「広瀬町」「伯太町」の１市２町とな
り、圏域市町として生活、文化など連携した施策を行いながら、平成16年10月１日、
新生「安来市」として合併した。

◇市名の由来◇
スサノオノミコトが「吾が御心は安
平（やす）けく成りましぬ」といわ
れたことから「安来（やすぎ）」と
いうようになったと伝えられてい
る。（出雲国風土記より）

「島田たけのこ」「竹炭」など、竹に関
連した特産物が多数あり市民の生活に身近
なものである。
　「島田たけのこ」の歴史を紐解くと、文
化年間（1820年頃）に島田地区で孟宗竹
を移植したのが始まりと言われている。
　また、比婆山に群落する「陰陽竹」は
県の天然記念物に指定されている。

「安来節」のどじょう踊りに代表される
ように、どじょうは昔から市民に親しみの
ある魚である。
　愛嬌のある風貌だけでなく、食せば栄
養価も非常に高く、昔から「うなぎ一
匹、どじょう一匹」（カルシウムはうな
ぎの約９倍、ビタミンB2はうなぎの約２
倍）と言われるほどである。
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1 ふるさとの自
し

然
ぜ ん

を学
ま な

ぼう
　美しく豊

ゆた

かな自
し ぜ ん

然につつまれたわたしたちのふるさと安来市。遠く古
いにしえ

からつながる人々の

くらし。ふるさと安来の自
し ぜ ん

然・産
さんぎょう

業・歴
れ き し

史や文化について聞いたり、見たり、調べる中で安

来のよさや、そこに暮
く

らしてきた人々の思いや願
ねが

いをたくさん見つけてみましょう。

（１）　安来市の位
い ち

置
　安来市は島根県のどのあたりにありますか。下の地図をみてみましょう。

　安来市は島根県の東部にあります。西は松
ま つ え

江市、雲南市、南は奥
おくいずも

出雲町、鳥取県日南

町、東は鳥取県の米
よ な ご

子市、南部町に接
せっ

しています。南には中国山地が連
つら

なり、北は中海に

接
せっ

しています。南と北で土地の高
こうていさ

低差が大きく、中海に向かって、飯
いいなし

梨川・伯
は く た

太川・吉
よ し だ

田

川が流れています。これらの河
か せ ん

川の下
かりゅういき

流域には、広
こうだい

大な平野が広がっています。

　面
めんせき

積は420.97k㎡で、東西が約
やく

23km、南北が約
やく

27kmです。島根県全体(6,707.56k㎡）の

約
やく

6.3％の広さを占
し

めています。

（２）安来市の気
き こ う

候
　島根県東部の気

き こ う

候は、日本海型
が た き こ う ち い き

気候地域に属
ぞく

し、冬に雪が多い北
ほくりくがた

陸型といわれていま

す。山
や ま ぞ

沿いは平野部に比
くら

べ年間平
へいきん

均気温が低
ひく

く、冬
と う き

季の降
こうせつりょう

雪量が多いのが特
とくちょう

徴です。市内

の旧
きゅうはくた

伯太町、旧
きゅうひろせ

広瀬町は豪
ごうせつちたい

雪地帯に指定されています。

【安来市の気温】

・安来市の気温は、例
れいねん

年３、４月の春
はるごろ

頃に10℃を上
うわまわ

回り、７、８月の夏の時期には25℃を

超
こ

えます。冬の時期は１月がもっとも気温が低くなります。

【降
こうすいりょう

水量について】

・安来市の年間降
こうすいりょう

水量は約
やく

1,500mmであり、日本の平
へいきん

均年間降
こうすいりょう

水量とほぼ同じです。１月

の降
こうすいりょう

水量が多いのは、降
こうせつ

雪によるものです。　

へいきんこうすいりょう

こうすいりょう

とほぼ同じです。１月

同じ安来市でも山間部と平野部では気温や積
せきせつりょう

雪量も

違
ちが

いがあるようだね。安来市内の小学校同
どう し

士で気
きこ う

候

調べのデータ交
こうかん

換をしてもいいかもしれないね。

： 安来って島根県のどのあたりにあるのかな？

： 安来市の気
き こ う

候はどんな特
とくちょう

徴があるのかな？

： 地図で調べてみようよ。

： 安来市の位
い ち

置や地形の様子と関
かんけい

係があるのかな？

安来市消
しょうぼう

防本部消
しょうぼうかしりょう

防課資料 (2007～ 2011) により作
さくせい

成
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【最
さいこう

高気温・最
さいてい

低気温について】

・ 安来市の最
さいこう

高気温は各
かくねん

年とも37℃を上
うわまわ

回っており。猛
もうしょび

暑日の基
きじゅん

準である35℃を超
こ

えてい

ます。最
さいてい

低気温は各
かくねん

年とも氷点下となっており、冬
ふゆがた

型の気
き あ つ は い ち

圧配置が続
つづ

き、日本付
ふ き ん

近に

断
だんぞくてき

続的に強い寒気が流れ込
こ

むと最
さいてい

低気温が低
ひく

くなる傾
けいこう

向にあります。

（安来市消
しょうぼう

防本部消
しょうぼうかしりょう

防課資料により作
さくせい

成）

（３） 安来市の山・川・中海
　安来市の南部には中国山地が連

つら

なり、空から降
ふ

った雨や雪は豊
ほ う ふ

富な森林に蓄
たくわ

えられま

す。豊
ゆた

かな水は小さな支
しりゅう

流に流れ込
こ

み、やがて大きな川になり市内を流れ、中海、日本海

へと流れていきます。

　

①安来市の山について調べよう

　

高さ【標
ひょうこう

高】ランキング

　　第１位…猿
さるがくれやま

隠山：816.9ｍ（比
ひ だ

田）

　　第２位…三
さんぐんざん

郡山：806.0ｍ（比
ひ だ

田）

　　第３位…鷹
たかいりやま

入山：706.1ｍ（赤屋）

○猿隠山（さるがくれやま）

・安来市で最
もっと

も標
ひょうこう

高が高く、鳥取県との県
けんざかい

境にあります。

・猿
さるがくれやま

隠山の名前の由
ゆ ら い

来はいろいろな説
せつ

があり、村人を苦し

めている化
け

生
しょう

（化
ば

け物
もの

）を退
た い じ

治するために山に登った時

に猿
さる

が案
あんない

内をしてくれたという話から猿
さるがくれやま

隠山となったと

いう話などが伝
つた

えられています。

　広
こうほう

報やすぎ「どげなかね」平成23年８月号「猿
さるがくれやま

隠山の化
ば

け物退
たいじ

治」

○三郡山（さんぐんざん）

・三
さんぐんざん

郡山の名前の由
ゆ ら い

来は、文字通り、仁
に た ぐ ん

多郡（奥出雲）、旧
きゅう

大原郡
ぐん

（今の雲南市）、

旧
きゅうのぎぐん

能義郡（今の安来市）の三つの郡
ぐん

の境
さかい

にある山という意味です。三
さんぐんざん

郡山は安来市で２

番目に標
ひょうこう

高の高い山です。平成24年度には三
さんぐんざん

郡山のふもとの山佐、比田、久野、亀嵩、

高田の小学校の３、４年生が頂
ちょうじょう

上に集まり、二年に一度の三
さんぐんざん

郡山サミットを開きました。

安来市のおもな山

３つの郡
ぐん

の境
さかいめ

目に
あるからなんだね。

： ねえねえ。 安来市にある山で一番高い山は何メートルあるか知っ

てる？

： そうだ！安来市にある山の高さランキングを作ってみようよ。

米子市

南部町

日南町
仁多郡
奥出雲町

雲南市

松江市

月山

鷹入山

猿隠山
玉峰山

三郡山

天狗山

京羅木山

要害山

十神山

いろいろな名前の山が

あるね。どうしてそんな

名前がついたんだろう。

Let's read!　

夏の猿隠山

三郡山登山の様子 三郡山からのながめ
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○鷹入山（たかいりやま）…

・鳥取県との県
けんざかい

境にある分
ぶんすいれい

水嶺の山です。

・山の中
ちゅうふく

腹には島根名
めいすいひゃくせん

水百選に選
せんてい

定されている鷹
たかいり

入の滝
たき

があります。

　

【その他の山】

○京
きょうらぎさん

羅木山：473.0ｍ

・ 島根県松江市と安来市との境
さかい

にあります。

・『出
い ず も の く に ふ ど き

雲国風土記』では『高
た か ぬ

野山
やま

』と呼
よ

ばれており，頂
ちょうじょう

上からは大山，中海，宍
し ん じ こ

道湖など

が見えます。

○要
ようがいさん

害山：281.2ｍ

・ 島根県側
がわ

では「安田要
ようがい

害山」、鳥取県側
がわ

では「新山要害山」と呼
よ

ばれています。

・ 古代には、のろしのあげ場であったといわれ、中
ちゅうせい

世には長
ちょうだいじじょう

台寺城が築
きず

かれていました。

○月
がっさん

山：183.8ｍ

・ 広
ひ ろ せ

瀬町にあり、かつては山
やまじろ

城である富
とだじょう

田城が築
きず

かれた山です。

・ 富
と だ

田城
じょう

は江
え ど じ だ い

戸時代初めに松
まつえじょう

江城が完成するまでは、出雲国の中心的なお城でした。

鷹
たかいりやま

入山の地図と鷹
たかいり

入の滝
たき

広
ひろ せ

瀬の町から月
がっさん

山をのぞむ

島根でも有名な
水なんだね。

すてきなながめだね。
登ってみたいね。

「のろし」
のろしとは山や丘

おか

などの高いところで

物を燃
も

やして煙
けむり

や火を出し、遠くの人

に情
じょうほう

報を伝
つた

える方
ほうほう

法です。リレー方式

で伝
つた

える距
き ょ り

離を伸
の

ばすこともできま

す。敵
てき

が攻
せ

めてきたことをいち早く知

らせるなど、古くから戦
いくさ

のときなどに

多く使われました。

「のろし」って何か
知っているかね。

富田城にはどんな武
ぶしょう

将がすんでい

たのかな。広瀬町にはお城
しろ

にまつわ

る資
しりょう

料がたくさん残
のこ

されているよ。

鷹入の滝

京羅木山から中海をのぞむ

京羅木山から広瀬の町をのぞむ



12 13

○十
とかみやま

神山：92.9ｍ

・『出
い ず も

雲国
のくに

風
ふ ど き

土記』では砥
と

神
かみ

嶋
じま

と記
しる

されており、島であったことがわかります。十柱(神

様は柱と数えられることが多くあります)の神々をまつったことからその名が由
ゆ ら い

来する

ともいわれています。

・対岸から見る十
とかみやま

神山はとても美しく，安来節
ぶし

の中にも『安来千軒
けん

　名の出たところ　社日桜
さくら

に十神山』とその美しさが歌い継
つ

がれています。

　　　　

②安来市の川について調べよう
　安来市には飯

いいなし

梨川・吉
よ し だ

田川・伯
は く た

太川の３つ

の一級河
か せ ん

川が流れています。長さや水
すいげんち

源地な

どそれぞれの川について調べてみましょう。

※一級河
か せ ん

川：国土交通省
しょう

が管
か ん り

理する国土保
ほ ぜ ん

全

上
じょう

、国
こくみんけいざいじょう

民経済上、特
とく

に重
じゅう

要
よう

な河
か せ ん

川

川の長さランキング

　　第１位…飯
いいなし

梨川：39ｋｍ

　　第２位…伯
は く た

太川：28ｋｍ

　　第３位…吉
よ し だ

田川：14ｋｍ

○飯
いいなし

梨川

　安来市南部の奥
おくいずも

出雲町との境
さかい

にある玉
たまみねさん

峰山が水
すいげん

源で

全長が約
やく

39km、流
りゅういき

域面
めんせき

積は約
やく

208㎢です。広
ひ ろ せ

瀬では富
と だ

田

川とも呼
よ

ばれています、天
てんじょう

井川で大雨が降
ふ

ると洪
こうずい

水と

なり、何度も氾
はんらん

濫しました。上流に布
ふ べ

部ダムと山
や ま さ

佐ダ

ム（山
や ま さ

佐川）が建
けんせつ

設され、利
り す い

水や治
ち す い

水に役立っていま

す。また下流部は広
こうだい

大な三
さんかくす

角州が形
けいせい

成され園
えんげい

芸農業が

盛
さか

んに行われています。

布
ふ べ

部ダム

　布
ふ べ

部ダムは昭和42年に建
けんせつ

設され、流
りゅうさ

砂・洪
こう

水
ずい

防
ぼう

止、発電・工業用水、飲
いんりょう

料水の利
り よ う

用を

目
もくてき

的とした多
た も く て き

目的のダムです。総
そうちょすいりょう

貯水量710万㎥、

堰
えんてい

堤の高さが55.9ｍ、幅
はば

が190ｍあります。周
しゅうへん

辺は公

園として整
せ い び

備されています。ダムの真ん中に浮
う

かぶ中

ノ島にはつり橋「白
しろ

椿
つばき

大橋」がかかっています。この

つり橋は幅
はば

が２ｍ、長さが128ｍもあります。

山
やまさ

佐ダム

　山
や ま さ

佐ダムは昭和55年に建
けんせつ

設され、多
たもくてき

目的

ダムとして洪
こうずいぼう

水防止や安来市・松
ま つ え

江市に

飲
いんりょうすい

料水を供
きょうきゅう

給しています。総
そうちょすいりょう

貯水量505万

㎥、堰
えんてい

堤の高さが56.0ｍ、幅
はば

が220ｍあり

ます。周
しゅうへん

辺には食
しょくどう

堂やそば打ち体
たいけん

験道場、

キャンプ場やコテージなどの施
し せ つ

設が整
せ い び

備さ

れています。自
し ぜ ん

然を味わいながら家族や友

だちと楽しいひと時が過
す

ごせるよう工
く ふ う

夫さ

れています。

十神山をのぞむ

十
とかみやま

神山の木は、ト
ぼくらまごさぶ

蔵孫三
郎
ろう

が自
じ ひ

費で植えたとい
う記

きろく

録があるよ「安来市
誌」を調べてみよう。

どの川も南から北
に流れているね。

流
りゅういきめんせき

域面積
雨や雪が降

ふ

って、その川に流れ込
こ

む水が集まってくる範
は ん い

囲の広さ。

何度も洪
こうずい

水があったんだ

ね。布
ふ べ

部ダムや山
や ま さ

佐ダム

はいつごろできたのかな。

： 山についていろんなことがわかったね。

： 今度は安来市を流れる３つの大きな川についても知りたいね。

飯梨川の新宮橋付近

中ノ島にかかる白椿大橋

山佐ダムの堰堤
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○伯
はくた

太川

　その昔は「伯太川（はだがわ）」

「畠川（はだがわ）」「井
い じ り

尻川」と呼
よ

ばれていたこともあります。伯
は く た

太町草

野の水
み ず き ば ら

木原が水
すいげん

源で、伯太町赤屋で

小
こ だ け

竹川、井尻で福
ふくどめ

留川と合流し、伯太

町母里より下流では、ほぼ直線状
じょう

に

なって市内を流れ、中海に注
そそ

ぎます。全長が約
やく

28km、流
りゅう

域
いき

面積
せき

は約
やく

90㎢です。

○吉
よしだ

田川

　 上
か み よ し だ

吉 田 町 と 広
ひ ろ せ

瀬 町 ・ 伯
は く た

太 町 の

境
きょうかいふきん

界付近の大
だ い こ う じ

光寺上流の谷が水
すいげん

源で

す。折
おりさか

坂町で大きく左に流れが変
か

わり

西にむけて流れ、東切川あたりでふた

たび右に流れが変
か

わり、切川町あたり

から伯太川と平行に進みながら中海に

注
そそ

ぎます。全長が約
やく

14km、流
りゅういき

域面
めんせき

積は

約
やく

42㎢です。

飯梨川河口

広瀬小近くの飯梨川

吉田川河口 伯太川河口

母里小近くの伯太川

井尻小近くの伯太川

赤屋小の近くの小竹川
　　　　　(伯太川に合流 )

能義小近くの吉田川

山佐小近くの山佐川 (飯梨川に合流 )

布部小近くの飯梨川

比田小近くの飯梨川

流れている場所でいろいろ

な呼
よ

び方があったんだね。

木でできた橋、
渡
わた

ってみたいな。

吉
よしだ

田川には昔ながらの木で造
つく

られた橋が３つかかっていま
す。どのあたりに、どんな橋
がかかっているか地図や実

じっさい

際
に行って調べてみましょう。　　

それぞれの川にはどんな生き物がすんでいるのかな。上流、中

流、下流ですんでいる生き物に違
ちが

いがあるのかな。（調べ方：島

根県ＨＰ→水
すいさんぎじゅつ

産技術センター→島根の川と湖→川はともだち）

１級河川のみ表示



16 17

③中海について調べよう

【中海の位
い ち

置】

　中海は中国山地を水
すいげん

源とする一級河
か せ ん

川の斐
ひ い

伊川水
すいけい

系の下流部にあたり島根県の東部と鳥

取県西部に接
せっ

する湖です。面
めんせき

積は86.8k㎡、周
まわ

りの長さが105km、平
へいきん

均の深さが5.4ｍ、日

本で５番目に大きい湖です。大橋川で宍
し ん じ こ

道湖とつながり、境
さかいすいどう

水道で日本海とつながって

おり、海の水の約
やく

半分の濃
こ

さを持つ湖（汽
き

水
すい

湖
こ

）です。中海を取り巻
ま

く市は安来市、

松
ま つ え

江市、境
さかいみなと

港市、米
よ な ご

子市の４市がありま

す。湖の中には松江市に属
ぞく

する大根島と江

島、安来市に属
ぞく

する亀島があります。

【中海と人々の生活】

　その昔は中海の藻
も

を刈
か

り取って農作物の肥
ひりょう

料にしたり、赤貝の養
ようしょく

殖が栄
さか

えたりした時期

もありました。昭和38年食
しょくりょう

糧の増
ぞうさん

産と農業用水の確
か く ほ

保を目
もくてき

的として中海の干
かんたく

拓と淡
たんすいか

水化事

業が始まりました。しかし、その後の社会情
じょうせい

勢の変化により干
かんたく

拓・淡
たんすいか

水化の事業は中止と

なりました。中海で漁
ぎょぎょう

業を営
いとな

む人は年々減
げんしょう

少しています。

 

【中海の生きもの・植物】

　海水と淡
たんすい

水が混
ま

ざり合う中海では海の生きものと川の生きものを見ることができます。

また、これらを餌
えさ

とするたくさんの鳥がいます。シギ・チドリの仲
な か ま

間など、約
やく

260種
しゅ

の

鳥
ちょうるい

類の生
せいそく

息が確
かくにん

認されています。冬になると毎年75,000羽以
いじょう

上のガン・カモの仲
な か ま

間が飛
ひ ら い

来

します。中海一
いったい

帯はコハクチョウの集
しゅうだん

団渡
と ら い ち

来地の南
なんげん

限といわれています。

　また汽水性
せい

の水生植物としてリュウノヒゲモ・カワモツルモ・コアマモなど貴
きちょう

重な植物

も多く見られます。この貴
きちょう

重な環
かんきょう

境を守ることを目
もくてき

的として中海は2005年にラムサール条
じょう

約
やく

に登
とうろく

録されました。

中海は古くから人々
の生活に大きくかか
わっていたんだよ。

調べてみよう

○ラムサール条
じょうやく

約について

（参
さんこう

考：環
かんきょうしょう

境省のホームページ http://www.env.go.jp/mail.html）

○中海の生物について調べてみよう。

（日本シジミ研究所編
へん

「宍
し ん じ こ

道湖と中海の魚たち」山
さんいんちゅうおうしんぽうしゃ

陰中央新報社）

（「ゴビウスと水の生きものたちのガイドブック」島根県立宍
し ん じ こ

道湖

自
しぜんかん

然館ゴビウス）

中海にはいろんな
生き物がいるんだね。

： 日本地図を見ると湖はいくつかあるけれど中海は日本で何番目

の大きさなのかな？

： 中海は海ともつながっているけど水はどんな味がするんだろう？

昭和34年干
かんたく

拓前の門生町

平成23年干
かんたく

拓された門生町

サンドポンプによる中海の干
かんたく

拓

平成2年中海で行なわれた島田地区第1回いかだレース

青少年育成協議会主催
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2 ふるさとの歴
れ き

史
し

を学
ま な

ぼう
（１）神

し ん わ

話の中の安来

◆「安来」という地名
　日本神

し ん わ

話に登場する神様「スサノオ」は、「古
こ じ き

事記」による

と、手が付
つ

けられないほどの暴
あば

れん坊
ぼう

だったとか。その乱
らんぼう

暴ぶり

に我
が ま ん

慢ができなくなったアマテラスという神様は、怒
おこ

って閉
と

じこ

もってしまったというありさま。困
こま

り果
は

てた神様たちによってス

サノオは、とうとう天界から追い出されてしまいました。

　出雲の斐
ひ い か わ

伊川上流に降
お

り立ったスサノオは、人々を苦しめる恐
おそ

ろしいヤマタノオロチを

退
た い じ

治するなど、みんなの役に立つ活
かつやく

躍をしました。荒
あらあら

々しい性
せいかく

格を改
あらた

めたスサノオを、

人々はありがたい神様として慕
した

いました。

　その後、多くの国を旅したスサノオが、ある所に立ち寄
よ

った時のこと、「私
わたし

の心は安ら

かになった」と言ったそうです。この一言がきっかけで、その地は「安来」と呼
よ

ばれるよ

うになりました。『出
い ず も

雲国
のくに

風
ふ ど き

土記』に伝
つた

えられているお話です。

◆イザナギとイザナミ　～国生み神
しんわ
話～

　昔むかし、この世が初
はじ

めてできたころのこと。高
たかまがはら

天原という天空に浮
う

かぶ世界に、初
はじ

めて

神様が姿
すがた

を現
あらわ

しました。高天原には次々にたくさんの神が姿
すがた

を現
あらわ

し、最
さい

後に現
あらわ

れたのが男の神

「イザナギ」と、女の神「イザナミ」でした。

　「イザナギ」と「イザナミ」は神様たちに「この海に漂
ただよ

っている国を

しっかりと固
かた

めなさい」と言われ、立
り っ ぱ

派な矛
ほこ

を授
さず

けられ国づくりを任
まか

せら

れました。二人は高
たかまがはら

天原から地上に架
か

かる天
あめ

の浮
うきはし

橋までやって来ると、矛
ほこ

を指しおろし「コオロ、コオロ」と海をかき回して引き上げてみました。

すると、矛
ほこ

の先からしたたり落ちた滴
しずく

が重なり、オノゴロ島という島がで

きました。こうして地上に初
はじ

めて陸
り く ち

地が誕
たんじょう

生したのです。

　オノゴロ島に降
お

り立った二人は、結
けっこん

婚をし、国づくりを始めました。二人の間に淡
あ わ じ

路島

が生まれ、さらに、四国・隠
お き

岐の島・九州・壱
い き

岐・対
つ

馬
しま

・佐
さ ど

渡島・本州と次々に島を生

み、日本の国はできていったのです。

◆神生み神
しんわ
話と比

ひ ば
婆山
やま
伝
でんせつ
説

　国ができると、次に二人は神々を生むことにしました。やがて、土の神・海の神・風の

神・山の神・船の神・食べ物の神など、様々な神を生みましたが、火の神カグツチが生ま

れたとき、悲しい出来事が起こりました。カグツチの炎
ほのお

でイザナミは大やけどをしてし

まったのです。イザナミは傷
きず

に苦しみながらも、鉱
こうざん

山の神などを生みましたが、ついに命

を落としてしまいました。

　愛
あい

する妻
つま

を失
うしな

ったイザナギはとても悲しみ、イザナミの前で大声を出して泣
な

きました。

このときに流れた涙
なみだ

から泉
いずみ

の神が生まれました。その後、イザナギはイザナミを出雲の国

と伯
ほ う き

耆の国の境
さかい

にある比
ひ ば

婆の山に埋
まいそう

葬しましたが、イザナギの悲しみはますます深くなる

ばかり。悲しみに耐
た

えきれなくなったイザナギは、腰
こし

にあった剣
けん

でカグツチを切ってしま

いました。すると、そこから刀
とう

剣
けん

の神タケミカヅチなどの神が生まれてくるのでした。

　しばらくたったある日のこと。イザナミのことが忘
わす

れられないイザナギは、ひと目だけ

でもいいからイザナミに会いたいと思い、死者が住んでいる黄
よ み

泉の国というところに向か

うことにしました。

： ねえねえ、 安来という地名はどうやってついたか知ってる？

： へえ、 そうだったのか。

： たしか 『わくわく　ドキドキ　やすぎ』 （安来ふるさと読
どくほん

本　小学校

１～３年生用） の 「エッサ先生のやすぎメモ」　に書いてあったわよ。

： 日本で一番古い歴史の本 『古
こ じ き

事記』 には、 出雲地方にまつわる

神
し ん わ

話や伝
でんせつ

説がたくさん書かれているわよ。 わたしたちのふるさと安

来にかかわる話もあるんだって。 ： 比
ひ ば や ま

婆山、 行ったことがあるよ。 神様が眠
ねむ

る山だったんだね。

： 私は、 めずらしい竹 （陰
いんようちく

陽竹） を見たよ。



20 21

《　陰
いんようちくでんせつ

陽竹伝説　》

　伊
い ざ な み の

邪那美之命
みこと

が黄
よ み

泉の国に旅立たれる道すがら、母
も り い ど

里井戸の地

で清
きよみず

水で身を清
きよ

められ、竹の杖
つえ

をもたれて比
ひばやまちゅうふく

婆山中腹にあるコガケ（伊
い ざ な み の

邪那美之命
みこと

の腰
こし か

掛けられた岩の伝
でんしょう

称があり、地名になっています）で休息され、その杖
つえ

を地面

に立てて黄
よ み

泉国へ旅立たれました。その時立てて置
お

かれた竹の杖
つえ

が芽
め

を吹
ふ

き、根
ね づ

付

いたと伝
つた

える風
ふう が

変わりな竹が、

「陰
いんようちく

陽竹」です。幹
みき

はマダケの

ようで、葉は笹
ささ

に似
に

ています。

◆能
の き
義神社と天

あめの
穂
ほ
日
ひの
命
みこと

　その昔、イザナギの子
し そ ん

孫であるオオクニヌシ

ノミコトが、日本の国づくりに励
はげ

んでいたころ

のお話です。

　高
たかまがはら

天原（神様たちが住む天上界）を治
おさ

めるア

マテラスという神様は、地上がめまぐるしく変
か

わっていく様子を見て、「なんたる下界の混
こんらん

乱ぶりだ。こうなれば私
わたし

の子
し そ ん

孫に地上を治
おさ

め

させよう」と、オオクニヌシに国を譲
ゆず

るよう使者を向かわせました。この使者こそが、ア

マテラスの２番目の子どもで、現
げんざい

在、能
の き

義神社に祭られているアメノホヒノミコトです。

　オオクニヌシに会うため、アメノホヒは地上に降
お

りました。そして、現
げんざい

在の能
の き

義平野が

ある辺
あた

りに着いたとき、そこで見た光
こうけい

景にとても驚
おどろ

きました。高天原で聞いていた話とは

違
ちが

い、人々は争
あらそ

いもせず、幸せそうに暮
く

らしていたからです。これは、オオクニヌシが、

この地方で農
のうこう

耕を教えたり、薬の調合や医
いりょう

療を伝
でんじゅ

授したりするなど、人々の生活を豊
ゆた

かに

Let's go! 『比
ひ ば や ま

婆山　ハイキング参
さんぱい

拝マップ』 を見て行ってみよう！

あらエッサくんの　ふるさと発見！コーナー するために頑
が ん ば

張ったたまものでした。

　「オオクニヌシはたいそう立
りっ

派
ぱ

な人物ではないか。彼
かれ

のつ

くる国とやらを見てみたいものだ。よし、私
わたし

も彼
かれ

の手助けを

しよう。」アメノホヒはすっかりオオクニヌシのことを気に

入り、一
いっ

緒
しょ

に国づくりをすることに決めたのです。

　オオクニヌシを気に入ったアメノホヒは、ともに能義平野

で国づくりを始めることにしました。アメノホヒは農業の神、とりわけ稲
い な ほ

穂の神でもあり

ましたから、特
とく

に稲
いなさく

作の発
はってん

展に力を注ぎました。そして、人々もアメノホヒを慕
した

って熱
ねっしん

心

に働
はたら

いたことで、この広大な平野は秋になると一面に稲
い な ほ

穂がゆれる黄金の大地となったの

です。

　このようにして長い年月をかけて無
ぶ じ

事に国づくりを終えたオオクニヌシは、豊
ゆた

かになっ

た地上を高天原の神々に譲
ゆず

り、出雲大社へ隠
いんきょ

居しました。

　しかし、アメノホヒはこの地にとどまり、オオクニヌシに代わって、さらに産
さんぎょう

業の発
はってん

展

に尽
つ

くすのでした。人々は大
たいへんかんしゃ

変感謝し、「野
の き の

城大
おおかみ

神」とたたえるとともに、野
のきのやしろ

城社（現
げんざい

在

の能
の き

義神社）に祭って、いつまでも親しまれています。

《　出
いずもの

雲四
よんおお

大神
かみ

　》

　出
いず も

雲国
のくに

風
ふ ど き

土記には多くの神様が登場しますが、大神と名がつくのは、野
のき の

城大
おおかみ

神の

ほかに杵
きづきの

築大
おおかみ

神（オオクニヌシ）、佐
さだ の

太大
おおがみ

神、熊
くまのの

野大
おおかみ

神だけです。この４柱は「出
いずもの

雲

四
よんおお

大神
かみ

」と呼
よ

ばれており、昔から特
とくべつ

別な神であったと考えられています。

Let's read!　 『イラスト図
ず か い

解　古
こ じ き

事記－神がみの物語』（ＰＨＰ研究所）

『ふるさと読本　いずも神
し ん わ

話』 （島根県教育委員会）

玉
たまかかえ

抱石
いし

というめず
らしい石もある
よ。探してみよう。

日本最
さいこ

古の歴
れきししょ

史書『古
こ じ き

事記』には、さまざまな神話がのって
います。遠い遠い昔の神がみの世界をのぞいてみましょう。

： 神様と言えば、 能
の き

義神社にも言い伝えがあるわよ。

： 能
の き

義小学校の近くにある神社だね。

あらエッサくんの　ふるさと発見！コーナー
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◆比
ひ め さ き
売埼の鰐

わにでんせつ
伝説～月の輪

わ
祭りの始まり～

　十神山の北の海岸に比
ひ め

売埼
さき

というところがあります。この郷
さと

の語
かたりの

臣
おみの

猪
い

麻
ま ろ

呂の娘
むすめ

がこの埼
さき

を散
さん

歩
ぽ

していました。すると突
とつぜん

然、思いもかけず鰐
わに

（シュモクザメ）に襲
おそ

われ、咬
か

みつか

れてついに死んでしまいました。

　父猪
い ま ろ

麻呂は殺
ころ

された娘
むすめ

を海岸に埋
まいそう

葬しておき、とても悔
くや

しく、腹
はら

立たしく思い、夜とな

く昼となく悩
なや

み苦しんで娘が眠
ねむ

っている場所を去らないでいました。

　数日たち嘆
なげ

き悲しむ心を励
はげ

まして、矢
や

先
さき

を磨
みが

き、鋒
ほこさき

先を鋭
するど

くし、海岸に行って座
すわ

り込
こ

み

神々を拝
おが

み心
しんじょう

情を訴
うった

えました。

　すると、しばらくして鰐
わに

が百匹
ぴき

あまり、静かに一匹の鰐を取り囲
かこ

んでおもむろに連
つ

れ

寄
よ

ってきました。その鰐は、猪麻呂のいるところからはじっと動かず囲
かこ

んでいるだけでした。

　そこで猪麻呂は、持ってきた鉾
ほこ

を振
ふ

り上げて真ん中にいる鰐を刺
さ

し殺
ころ

して捕
と

らえまし

た。それが終わると百あまりの鰐は、囲
かこ

みを解
と

いていずこともなく散
ち

っていきました。猪

麻呂が鰐を切
き

り割
さ

くと娘の脛
すね

があったということです。

　このお話がもとになり、江戸時代まで娘の墓
はか

と伝えられてい

る毘
ひ め つ か

売塚古
こ ふ ん

墳の近くで村の人の手で弔
とむら

いが続
つづ

いていました。

その弔いが江戸時代に続
つづ

いておこった日
ひ

照
で

りなどの災
さいがい

害や伝
でんせん

染

病などを鎮
しず

める祈
き

願
がん

のまつり・幸せを願
ねが

うまつり「月の輪
わ

まつ

り」として発
はってん

展したと伝
つた

えられています。

（２）古
こ ふ ん

墳・寺・神社めぐり

古代出雲王
おう

陵
りょう

の丘
おか

（荒
あら

島
しま

古
こ

墳
ふんぐん

群）　

◆仲
ちゅうせん
仙寺

じ
・宮
みややま
山 墳

ふんぼぐん
墓群

　弥
や よ い

生時代の後期、荒
あらしまちいき

島地域には、四
よ

隅
すみ

がヒトデのように飛
と

び出

した特
と く い

異な形の墳
ふん

丘
きゅう

墓
ぼ

が集中して造
つく

られました。

　この地域
いき

の墳丘墓は、墳
ふんきゅう

丘の斜
しゃ

面
めん

から裾
すそ

にかけて石を貼
は

り、石の

列で溝
みぞ

をめぐらすなどそれまでの安来平野の墳丘墓には見られない

特
とく

色のある墳
ふ ん ぼ

墓です。

　このような形の墳丘墓は、安来に突
とつぜんあらわ

然現れて、前期古
こ ふ ん

墳（大
おおがた

型の四角い形をした古
こ ふ ん

墳）

が造
つく

られる時代には、その姿
すがた

を消してしまいます。

月の輪祭りについて、わかりやすく
書いてあるので読んでみよう。

Let's read!　 『まんがで読む　出
い ず も

雲国
のくに

風
ふ ど き

土記～月の輪
わでんしょう

伝承～

エンヤ　エンヤ』 （安来ふるさと歴
れ き し

史研究会）

： 毘
ひ め つ か

売塚古
こ ふ ん

墳の他にも、 安来には古
こ ふ ん

墳がたくさんあるらしいね。

： そうよ。 『わくわく　ドキドキ　やすぎ』 の荒
あらしま

島さんぽに古
こ ふ ん

墳がのっ

ていたわ。

娘の墓と伝えられている
毘売塚古墳

宮山4号墓

たくさんの人でにぎわう月の輪祭り

： 月の輪
わ

祭りに行ったことある？

： ８月 14 日～ 17 日にある祭りね。 この祭りの始まりは…

※荒
あらしまふんぼぐん

島墳墓群ガイドマップ　『古代出雲　王
おうりょう

陵の丘
おか

』（安来市教育委員会）
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◆大
おおなり
成古
こふん
墳

　安来市立荒
あらしま

島小学校とＪＲ山
さんいん

陰線荒
あらしま

島駅の間を結
むす

ぶ線の上にある東西に走る丘
きゅうりょう

陵の上に

存
そんざい

在する大
おおなりこふん

成古墳は、古
こ ふ ん

墳時代前期の方
ほうふん

墳としては、日

本最
さいだい

大級の規
き ぼ

模です。墳
ふんきゅう

丘の中心部には、ヤマト王
おうけん

権を

象
しょうちょう

徴する前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳に採用されている竪
たてあなしき

穴式石
せきしつ

室、副
ふくそうひん

葬品

には、一級品といえる鏡
かがみ

と大
た ち

刀が納
おさ

められていました。

◆飯
いいなしいわふねこふん
梨岩舟古墳

　飯
いいなし

梨川の西にある車山の丘
きゅうりょう

陵の端
はし

にあ

ります。墳
ふんきゅう

丘は、かつて覆
おお

われていた土

の大部分が失われ、石室がむき出しに

なっています。

　石室は、「石
せっかんしきせきしつ

棺式石室」で最
もっと

も形が

整ったものといわれています。昭和23年

に国指定史
し せ き

跡となりました。

「石
せっかんしきせきしつ

棺式石室」の特
とくちょう

徴は、３つあります。

①石を板
いたじょう

状に加
か こ う

工して組み合わせる。

②土で隠
かく

れてしまうはずの天
てんじょう

井を屋根形に加
か こ う

工

する。

③入口は、くりぬいて造
つく

っている。

　この特
とくちょう

徴は、出
いずものくに

雲国でも東部地
ち い き

域の首
しゅちょう

長たち

が好
この

んで採
さいよう

用したもので他の地
ち い き

域には見られな

いものです。

　市内では、「塩
し お つ

津神
じんじゃ

社古
こ ふ ん

墳（久
く

白
じら

町）」、「若
じゃこ

塚
づか

古
こ ふ ん

墳（久
く

白
じら

町）」、「飯
いいなしあながみこふん

梨穴神古墳

（飯
いいなし

梨町）」の４箇
か し ょ

所でしか確
かくにん

認されていません。全て安来平野を流れる飯
いいなし

梨川の西
にしがわ

側に

単
たんどく

独で造
つく

られています。

◆清
きよみずでら
水寺

　清
きよみずでら

水寺は、清
きよみず

水町にある天
てんだいしゅう

台宗系
けい

のお寺です。587

年に尊
そん

隆
りゅう

上
しょうにん

人により開かれました。上
しょうにん

人が山の上を掘
ほ

ると清
し み ず

水がわき出

ました。このこと

から清水寺という

名前がついたと言

われています。今でも、本堂の中にある井戸には水

がわき出ています。

　ご本
ほんぞん

尊は、十
じゅういちめん

一面観
かんのん

音様をお祀
まつ

りしています。ご

祈
き

祷
とう

するお寺として厄
やくばら

払いの観
かんのん

音様として崇
あが

めら

れ、毎年厄
やくどし

年に当たる人たちを中心に信
しんこう

仰を集めて

います。

　戦
せんごく

国時代には、尼
あ ま ご

子と毛
も う り

利の戦
たたかい

に巻
ま

き込
こ

まれ

毛
もうりぐん

利軍に焼
や き う

打ちにあい、根
こんぽんどう

本堂を除
のぞ

いて全
ぜんしょう

焼してし

まいました。その後は毛
も う り け

利家の保
ほ ご

護をうけ、江
え ど

戸時代

カワラケ谷横穴墓

能義神社

６年生では社会科で古
こふん

墳の学習をするね。

安来市以
いが い

外にも出雲地方には有名な古
こふ ん

墳がたくさん見つかって

います。興
きょうみ

味がある人は、調べてみましょう。

Let's read!　 『もっと知りたい　しまねの歴史』（島根県教育委員会）

３　王墓　出現！　５　古墳に眠るしまねの王たち

山陰唯
ゆいいつ

一の三重塔の登閣

： 飯
いいなし

梨さんぽに岩
い わ ふ ね こ ふ ん

舟古墳ものっていたよ。

： 京都の清
きよみずでら

水寺は有名だけど、 安来の清
きよみずでら

水寺も知ってる？： ぼくも写真を見たよ。 どんな古
こ ふ ん

墳なんだろう。

： もちろん！　秋の紅
こうよう

葉がきれいだね。
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◆雲
うんじゅじ
樹寺の文

ぶんかざい
化財　

　松
まつなみき

並木の参
さんどう

道を通り境
けいだい

内に入ると、まず四
し

脚
きゃく

門
もん

(大門、国の重
じゅうようぶんかざい

要文化財)が見えてきます。昭

和９年に大
だいかいしゅう

改修され、古
こ ざ い

材は境内に保
ほ ぞ ん

存されて

います。　　　

　寺内には県内でも数少ない朝
ちょうせん

鮮鐘(国の

重
じゅうようぶんかざい

要文化財)など多くの文化財が残
のこ

っています。

に入ると松
まつえはんしゅ

江藩主松
まつだいらけ

平家に代々守られ今のように再
さいこう

興されました。

　また、1400年余
あま

りの歴
れ き し

史と伝
でんとう

統の中で阿
あ み だ

弥陀如
にょらい

来坐
ざ

像
ぞう

、阿
あ み だ

弥陀三
さんぞん

尊坐
ざ

像
ぞう

など国の

重
じゅうようぶんかざい

要文化財４件
けん

、県の指定文
ぶんかざい

化財７件などたくさんの文
ぶんかざい

化財をもっています。

　山
さんいんゆいいつ

陰唯一の三重塔
とう

は、総
そうけやきづく

欅造りで展
てんぼうだいてき

望台的な性
せいかく

格をもってるのが特
とくちょうてき

徴的で、計画から約
やく

100年、安
あんせい

政６年（1869年）に大工三代にわたり建
けんぞう

造にかかわった末
すえ

、完
かんせい

成しました。

◆雲
うんじゅじ
樹寺　

　正
しょう

中
ちゅう

２年（1325年）、当時の領
りょうしゅ

主牧
まき

新
しん

左
ざ

衛
え

門
もん

が孤
こ

峰
ほう

覚
かく

明
みょう

(三
さんこう

光国
こ く し

師)を招いて開いたのが始まりと伝
つた

えられてい

ます。

　その後、後
ごだいごてんのう

醍醐天皇の勅
ちょくがんじ

願寺（天
てんのう

皇に大切にされたお

寺）となりました。

　天皇の勅
ちょくがんじ

願寺として寺運が隆
りゅうせい

盛し、山
さんいんずいいち

陰随一の禅
ぜんでら

寺として名声を誇
ほこ

り、最
さいせいき

盛期には境
けいだい

内

に七つの建
たてもの

物が建
た

ち並
なら

び、塔
どう

頭
ちょう

（お寺の住
じゅうしょく

職）は20余
よ

人、他に500人余
あま

りの僧
そう

が居
きょじゅう

住して

いたそうです。1820年（文
ぶんせい

政３年）の火
か さ い

災により四
しきゃくもん

脚門以
い が い

外の建
たてもの

物が焼
しょうしつ

失し、その後山

門、仏
ぶつでん

殿、万丈、開
かいざんどう

山堂等が再
さいけん

建されました。

《　清
きよみずでら

水寺の絵馬　》　

　400年も昔のお話です。綱
つな

につながれた一頭

の馬を描
えが

いた絵馬が、清
きよみずでら

水寺に奉
ほうのう

納されました。

　ふもとの里で、村人たちを困
こま

らせる騒
そうどう

動が起

こったのも、ちょうどそのころ。丹
たんせいこ

誠込めた作

物が、夜な夜な荒
あ

らされるようになったので

す。「誰
だれ

の仕
しわ ざ

業か突
つ

き止めてやろう」。村人たちは

毎
まいばん

晩、寝
ね

ずの番をすることにしました。

　ある夜、見
み は

張りをしていると一頭の馬が現
あら

れ、田畑で大暴
あば

れをしました。「逃
のが

して

なるものか」。必
ひっ し

至に後を追うと、馬は清
きよみずでらほんどう

水寺本堂の中へ。ところが、中のどこを探
さが

しても馬の姿
すがた

は見当たりません。「確
たし

かにここに入ったはずだが」。村人は首をかしげ、

ふと絵馬を見て驚
おどろ

きました。その絵は、先ほどの

馬にそっくりではありませんか。

　これを聞いた和
おしょう

尚は筆を取り出し、馬をつなぐ

綱
つな

をもう一本、絵馬に書き足しました。すると、

不
ふ し ぎ

思議なことに、その日を境
さかい

に田畑が荒
あ

らされる

ことはなくなりました。

絵馬は、今も清
きよみずでらほんどう

水寺本堂内に掛
か

けられています。
今にも動き出しそうなほど、生き生きと描

えが

かれ
た馬を、ぜひ見てみよう。

： 宇
う か し ょ う

賀荘小校区には、 もう一つ有名な寺があるね。

： 雲
う ん じ ゅ じ

樹寺のことね。 国の重
じゅうようぶんかざい

要文化財がたくさんあるらしいよ。

あらエッサくんの　ふるさと発見！コーナー

四
しきゃくもん

脚門

朝鮮鐘
飛雲に舞う二人の天女
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伯耆
出雲

備後 備中
美作

但馬因幡

備前
石見

安芸
長門

周防

播磨

隠岐

◆金
かな
屋
や
子
ご
神社　～たたら製

せいてつ
鉄～

　広
ひ ろ せ

瀬地区及
およ

び伯
は く た

太地区は、質
しつ

の良
よ

い砂
さ て つ

鉄と炭
す み や

焼きに適
てき

した豊
ほ う ふ

富な森林資
し げ ん

源に恵
めぐ

まれ、古

くからたたら製
せいてつ

鉄が行われた地
ち い き

域です。飯
いいなし

梨川をさかのぼると、山
や ま さ

佐川筋
すじ

では、上山
や ま さ

佐の

幸谷、布
ふ べ

部川筋
すじ

では、布部の樋
ひ

の廻
さこ

、西
にし

比
ひ だ

田の市
いちばら

原にたたらがもうけられていました。ま

た、伯
は く た

太川上流でも峠
たわのうち

之内、上
かみ

・下
しも

小
お

竹
だけ

、赤
あか

屋
や

、上
かみ

・下
しも

十
じゅう

年
ねん

畑
ばた

、草
く さ の

野などで鉄
かん

穴
な

流
なが

しが行

われていました。

　鉄穴流しにより得
え

られた上
じょうしつ

質な砂
さ て つ

鉄から、たたら製
せいてつ

鉄を行いました。できあがった鉄の

運
うんぱん

搬には、古くから鉄の大消
しょうひ

費・集
しゅうさんち

散地が大
おおさか

阪であったため出雲街
がいどう

道四
しじゅうまかりとうげ

十曲峠を越
こ

す陸
りくそう

送

よりも、安来・米子から西回りで瀬
せ と う ち

戸内を通る海上輸
ゆ そ う

送が多く使われました。

　製
せいてつ

鉄神として敬
うやま

い尊
とうと

ばれてきた金
かな

屋
や

子
ご

神は、播
はりまの

磨国
くに

から白
しらさぎ

鷺にのって西比
ひ だ

田の金
かな

屋
や

子
ご

神

社境
けいだい

内のかつらの木に降
お

り立ち、製鉄

の技
わざ

を伝
つた

えたとされています。

　たたらに従
じゅうじ

事する人々をはじめ、

鍛
か じ

冶・鋳
い も じ

物師、あるいは、鉄を商
あきな

う

人々は深い信
しんこうしん

仰心を持ち、春と秋の大

祭には、遠くからもお参
まい

りに訪
おとず

れてい

ます。

（３）戦
せ ん ご く

国大名「尼
あ ま ご し

子氏」と山
やまなかしかのすけ

中鹿介

◆尼
あ ま ご し
子氏の拠

きょてん
点　月

がっさんとだじょう
山富田城
　月

がっさん

山富
と だ

田城
じょう

は、中
なかうみ

海に注
そそ

ぐ飯
いい

梨
なし

川
がわ

（富
と だ

田川
がわ

）の川岸にあ

る標
ひょうこう

高約
やく

190ｍの月
がっさん

山に築
きず

かれた山
やまじろ

城です。城
しろ

の中に入る

には、菅
すがたに

谷や塩
しおたに

谷などの細長い谷を通る必
ひつよう

要があります

が、谷を左右から見下ろす丘
おか

の上には無
む す う

数の陣
じ ん ち

地が造
つく

られ

ているため、簡
かんたん

単には城
じょうない

内に攻
せ

め込
こ

むことができず、まさ

に難
なんこうふらく

攻不落の城
しろ

でした。

　この城は伝
でんせつ

説上
じょう

では平安時代末
ま っ き

期に築
ちくじょう

城されたと言われていますが、尼
あ ま ご し

子氏が城
じょうしゅ

主で

あった戦
せんごく

国時代に最
もっと

も規
き ぼ

模が大きくなったと考えられています。尼子氏が滅
めつぼう

亡した後

に城主となった毛
も う り

利、吉
きっかわ

川、堀
ほ り お

尾氏
し

の各
かく

時代には石
いしがき

垣が築
きず

かれるなどのさまざまな改
かいぞう

造

が行われており、月
がっさん

山山
さんちょう

頂の「本
ほんまる

丸」、「二
に の ま る

ノ丸」、「三
さんのまる

ノ丸」、山
さんろく

麓にある「山
さんちゅう

中

御
ご て ん

殿」、「太
たいこのだん

鼓壇」、「千
せんじょう

畳平
なり

」などの大
だい

規
き ぼ

模な曲
くる

輪
わ ぐ ん

群（防
ぼう

御
ぎょしせつ

施設や生活空間となる城
じょうない

内

の平
へいたんち

坦地）が残
のこ

っています。

◆戦
せんごく
国大名尼

あ ま ご し
子氏

　今からおよそ550年前の室
むろまち

町時代後半には、室
むろまち

町幕
ば く ふ

府の有

力な武
ぶしょう

将である京
きょうごく

極氏
し

が出
い ず も

雲国
のくに

を治
おさ

めていました。しかし

応
おうにん

仁の乱
らん

によって京
きょうごく

極氏
し

の力が弱まると、その家来であった尼
あ ま ご し

子氏は独
どくりつ

立する動きを見せはじ

めました。

　尼子氏は出
い ず も

雲国
のくに

内の豪
ごうぞく

族たちを次々と平
へいてい

定して勢
せいりょく

力を拡
かくだい

大していきました。

　また、当時大きな影
えいきょうりょく

響力を持っていた杵
き づ き

築大
たいしゃ

社（現
げんざい

在の出雲大社）や清
きよみずでら

水寺などの有力な寺

社を保
ほ ご

護して関
かんけい

係を深め、世間に尼子氏の力を誇
こ じ

示しました。

　経
つね

久
ひさ

の時代には「雲
うん

陽
よう

十
じゅういっしゅう

一州の太
たいしゅ

守」と呼
よ

ばれたともいわれ、周
す お う

防国
のくに

（山口県）の戦
せんごく

国大名

大
おおうち

内氏
し

と中国地方の覇
は け ん

権を争
あらそ

うほどに勢力を拡大しました。

かつて日本で屈
くっし

指のたたら製
せいてつ

鉄地帯であった中国山地。

この地方はアニメ『もののけ姫
ひめ

』の舞
ぶたい

台となっています。

Let's read!　 『神
し ん わ

話の里安来　女
め が み

神物語り』　鉄づくりの女
め が み

神　金
かな

屋
や

子
ご

神

（安来市観
かんこうきょうかい

光協会パンフレット）

： 広瀬には、 富
と だ じ ょ う

田城という有名な城
しろ

があったそうだね。

： その城
しろ

を本
ほ ん き ょ ち

拠地としていたのが、 尼
あ ま ご し

子氏という戦
せんごく

国大名よ。

： 比田小学校の近くには、 金
かな

屋
や

子
ご

神社があるよ。

： 現在も製
せいてつ

鉄 ・ 冶
や き ん

金関係者らが多く参
さんぱい

拝しているそうよ。
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　経
つね

久
ひさ

の孫
まご

である晴
はる

久
ひさ

の代になると、室町幕
ぼ く ふ

府によって出雲・隠
お き

岐のほか、伯
ほ う き

耆・因
い な ば

幡（鳥取

県）、備
び ん ご

後（広島県東半部）、備
び ぜ ん

前・備
びっちゅう

中・美
みまさか

作（岡
おかやまけん

山県）の八カ国の守
し ゅ ご

護に任
にんめい

命され、さら

に当時大内氏
し

を滅
ほろ

ぼして急速に領
りょうど

土を拡
かくだい

大していた毛
もうりもとなり

利元就との戦
たたか

いに勝
しょうり

利して石見銀山を

領
りょうゆう

有するなど、尼
あ ま ご し

子氏は全
ぜんせいき

盛期を迎
むか

えました。

◆三日月の影
かげ
「山
やまなか
中鹿

しかの
介
すけ
」

　山
やまなか

中鹿
しかの

介
すけ

幸
ゆき

盛
もり

は、先
せ ん ぞ

祖代々尼
あ ま ご

子氏
し

に仕えていた山中家の出身で、健
けんこう

康に不
ふ あ ん

安を抱
かか

えていた兄に

代わって山中家の主
あるじ

となりました。

　主
しゅけ

家である尼子氏は、その頃
ころ

毛
も う り し

利氏との戦
たたか

いを繰
く

り広げていましたが、晴
はる

久
ひさ

の急死により若
わか

くし

て当主となった尼
あ ま ご

子義
よし

久
ひさ

は毛利氏に対して劣
れっせい

勢を強いられ、ついには居
きょじょう

城である月
がっさん

山富
と だ

田城
じょう

を明け

渡
わた

して、尼子氏は滅
めつぼう

亡してしまいました。

　浪
ろうにん

人となった鹿
しかの

介
すけ

は、尼子氏の再
さいこう

興をめざし、京都でお坊
ぼう

さんになっていた尼
あ ま ご

子一族である

尼
あ ま ご

子勝
かつ

久
ひさ

を説
せっとく

得して大
たいしょう

将とし、軍
ぐんぜい

勢を整えた後再
ふたた

び出
いずも

雲国
のくに

へ侵
しんこう

攻しました。

　一度は出雲国の大部分を取り戻
もど

した尼
あまごぜい

子勢でしたが、布
ふ べ

部・山
やま

佐
さ

の決
けっせん

戦において毛
も う り

利の大
たいぐん

軍の

前に敗
やぶ

れたため、出雲国から撤
てったい

退するしかありませんでした。

　しかし鹿介たちはあきらめず、今度は当時天下統
とういつ

一をめざして急速に勢
せいりょく

力を拡
かくだい

大していた織
お だ

田

信
のぶなが

長の配下に加わって毛利氏に戦いを挑
いど

みました。

　勝久と鹿介たちは、信長の支
し え ん

援を受けて播
はりまの

磨国
くに

（兵
ひょうごけん

庫県）の上
こう

月
づき

城
じょう

の守
し ゅ び

備を任
まか

されましたが、

毛利の大
たいぐん

軍の攻
こうげき

撃を受けて降
こうふく

伏し、勝
かつひさ

久は切
せっぷく

腹しました。鹿介は捕
と

らえられ、備
びっちゅう

中松
まつ

山
やまじょう

城（岡
おかやまけん

山県

高
たかはしし

梁市）へ護
ご そ う

送される途
とちゅう

中で暗
あん

殺
さつ

され、その生
しょうがい

涯を終えました。

《　川中島の一戦　》
　毛
もう

利
り

元
もとなり

就の出雲侵
しんこう

攻によって富
とだじょう

田城が次第に孤
こりつ

立し、毛
もうり

利方によって完
かんぜん

全に包
ほうい

囲された永
えいろく

禄八年（1565年）秋に、
鹿
しかのすけ

介は毛
もうり

利方の勇
ゆうかん

敢な武
ぶしょう

将品
しながわ

川大
だいぜん

膳と富
と だ

田川の中州で一
いっき

騎打ちを行い、激
げきせん

戦の末に大
だいぜん

膳を討
う

ち取ったといわれています。
《　三日月への祈

いの

り　》
　鹿
しかの

介
すけ

は尼
あ ま ご け

子家の復
ふっかつ

活と出
いず も

雲国
のくに

への帰国を目指して尽
じんりょく

力し、幾
いく ど

度も毛
も う り し

利氏
に戦
たたか

いを挑
いど

みますが、悲
ひがん

願を達
たっせい

成することはかないませんでした。
　鹿
しかの

介
すけ

は三日月に向かって「願
ねが

わくは、我
われ

に七
しちなん

難八
は っ く

苦を与
あた

えたまえ」と
祈
いの

ったという伝
でんせつ

説があり、これは鹿
しかの

介
すけ

の不
ふく つ

屈の精
せいしん

神をよく表
ひょうげん

現した言葉と
して知られています。

Let's read!　『ふるさと絵本』 （発行 ： 安来市教育委員会）

『山
やまなかしかのすけ

中鹿介』 （監
かんしゅう

修 ： 藤
ふじおか

岡　大
だいせつ

拙　文 ： 鹿
しかのすけ

介を子どもたちに伝
つた

える会）

『山
やまなかしかのすけゆきもり

中鹿介幸盛』 （漫
ま ん が

画 ： 岩田廉
れ ん た ろ う

太郎）

山
やまなかしかのすけ

中鹿介に関
かん

する本は、たくさん
あります。その中でも、小学生の
みんなにもわかりやすい本を紹

しょうかい

介
しましょう。

： 尼
あ ま ご し

子氏に仕えていた家
か し ん

臣としてよく知られているのが山
やまなかしかのすけ

中鹿介。

： ぼくの好きな武
ぶ し ょ う

将の一人だよ。 三日月への祈
いの

りは有名だ。

あらエッサくんの　ふるさと発見！コーナー

（１）母
も り

里藩
は ん

の医
い し

師　大
お お も り

森家
け

　大森家第３代泰
たいすけ

輔は、生まれた

ときから画が好
す

きで14才の時に、

安来の画家に弟
で し

子入りをしまし

た。しかし、家の都合で21才の時

から母
も り は ん

里藩へ奉
ほうこう

公に出ました｡

そして24歳
さい

で医
いぎょう

業を志
こころざ

し、上京し

て医学修
しゅぎょう

行を行いました。28歳
さい

に

なると故
こきょう

郷（大
おおつか

塚町）に戻
もど

って

開業し、51歳
さい

で医者として認
みと

めら

れるようになりました。天
てんぽう

保４年

（1833年）、63歳
さい

で、当時日本一と言われた和歌山藩
はん

の洋医華
はなおかせい

岡青洲
しゅう

を訪
おとず

れ、研究に励
はげ

み

ました。青洲が行う手
しゅじゅつ

術をはじめ、門人が行う診
しんさつ

察や手術に立ち会い、新しい医学知
ち し き

識や

薬方、医
いじゅつ

術を習
しゅうとく

得しました。

　婿
むこようし

養子の大森加
か ぜ ん

善は、母
も り は ん い

里藩医に抜
ばってき

擢され、嘉
か え い

永６年（1853年）から自
じ た く

宅で医
いがくじゅく

学塾

「奇
き

正
せい

軒
けん

」を開き、明治31年（1898年）まで50人を超
こ

える多くの地方医
い し

師に華
はなおかりゅういじゅつ

岡流医術

（外
げかしゅじゅつほう

科手術法）を伝
つた

えました。その間、他の医者が見放した「乳
にゅうがん

岩（乳
にゅう

がん）」などの

患
かんじゃ

者に麻
まふつとう

沸湯を用いて手術し、完
か ん ち

治させました。

　大森泰
たいすけ

輔が64歳
さい

になった天
てんぽう

保５年（1834年）に生まれた六四郎は、父や義
ぎ け い

兄と同じよう

に、華
はなおかりゅういじゅつ

岡流医術を学びました。

　江
え ど

戸後期から明
め い じ

治時代にかけて親子三代にわたって華
はなおかけ

岡家に学んだ大森家は、江戸後期

から明治時代にかけて最
さいしん

新の医
いじゅつ

術（麻
ま す い

酔を使った外科手
しゅじゅつ

術など）によって多くの人命を救
すく

い、地
ちいきいりょう

域医療に大きな役
やくわり

割を果
は

たしました。

3 ふるさとの先
せ ん じ ん

人を学
ま な

ぼう
： 社会の時間に勉強した卜

ぼ く ら

藏孫
まごさぶろう

三郎は自分の財産をなげうって

荒
あらしま

島村の日白池という大きな池を埋
う

め立てて田を作ったり、 道路

の整
せ い び

備をしたり、 十神山に植林をした人だよね。

： 私たちのふるさとの発展につくしてくれた人は他にはどんな人が

いるんだろう。

「大森三医師生誕の地」碑（大塚町）
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（２）地
ち い き

域の教
きょういく

育に尽
つ

くした山
や ま む ら

村勉
べ ん さ い

斎
　山

やまむらべんさい

村勉斎は天
てんぽう

保７年（1836年）広
ひ ろ せ

瀬に生まれまし

た。祖
そ ふ

父、父いずれも広
ひろせはん

瀬藩の儒
じゅがくきょうじゅ

学教授であった環
かんきょう

境

の中で育ち、６歳
さい

で藩
はんがく

学に入り、13歳
さい

になると松
まつえはん

江藩

明教館へ進みました。25歳
さい

の時、儒学教授となりまし

た。28歳
さい

の時には、江
え ど

戸へ行き学問を深めました。

　明
め い じ

治になって、藩
はんこう

校はなくなりましたが、勉斎は教

育の大切さを説
と

き、今から約
やく

150年前、明治７年（1874年）広

瀬に、私
しじゅく

塾『修
しゅうぶんかん

文館』をつくり、勉学を志
こころざ

す若
わかもの

者の教育に尽
じんりょく

力

しました。数十年のうちに島根・鳥取県からの入門者は二千人

を越
こ

えたといわれています。修文館の教育は、厳
きび

しいものでし

たが、先生と生
せ い と

徒の間はなごやかでした。冬
と う じ

至には、無
ぶれいこう

礼講と

いって夜遅
おそ

くまで会食し談
だんしょう

笑することもありました。特
とく

に生徒

たちによる大
お お も じ

文字（大きな紙に

文字を書いたもの）の催
もよお

しは、単
たん

に習字のためのみではな

く、精
せいしんしゅうよう

神修養としての効
こ う か

果も期待して行われ、広瀬町の名

物ともなっていました。

　勉斎は早くに父、南
なんがい

陔を亡
な

くしましたが、母、たかをと

ても大切にしました。母は大の雷
かみなり

ぎらいで、雷がなると勉

斎はどこにいてもすぐにかけつけ、母のそばに寄
よ

り添
そ

ったといわれています。かやぶきの家

に避
ひらいちゅう

雷柱を立てたのもそのためでした。記
き ね ん ど う ひ

念銅碑が巌
いわくら

倉寺にあります。

（３）大
だ い り き し

力士
　　　　釈

し ゃ か が た け

迦嶽雲
く も

右
（う）

衛
え も ん

門
　雲右衛門は寛

かんえん

延３年（1750年）、大
おおつか

塚で生まれました。本名は天野久富です。

　17歳
さい

のとき相
す も う

撲の道に入りました。身体は大きかったのですが、気が優
やさ

しくよく負けて

いました。これを知った松
まつえはんしゅまつだいらふまいこう

江藩主松平不昧公は釋
しゃかがたけ

迦嶽に禅
ぜん

の修
しゅぎょう

行をさせました。それか

ら釋迦嶽は猛
もうれんしゅう

練習に励
はげ

むようになりました。そして、見
み ち が

違えるばかり強くなり、ついに

関
せきわけ

脇、大
おおぜき

関となって、大きな体と圧
あっとうてき

倒的な力で活
かつやく

躍しました。身長227㎝、体重180㎏とも

伝
つた

えられる巨
きょたい

体もさることながら、出場した４場所で３度優
ゆうしょう

勝するなど、大関（当時は

最
さいこうい

高位）に君
くんりん

臨した伝
でんせつてき

説的な力
り き し

士です。釋迦嶽はおおいに将
しょうらい

来を嘱
しょくぼう

望されましたが安
あんえい

永４

年（1775年）27歳
さい

で亡
な

くなりました。

　彼
かれ

が生まれ育った大塚町には、多くの逸
い つ わ

話が残
のこ

されています。

《 逸
いつ わ

話 》

　雲右衛門は、幼
おさな

い頃
ころ

から体が大きな子どもでした。７歳
さい

のころのこと、おつかいを頼
たの

ま

れた雲右衛門は、買って帰った豆
と う ふ

腐を「ここに置いておくよ」と言って、さっさと遊びに

でかけました。しかし、母が玄
げんかん

関に行くと、豆
と う ふ

腐はどこにも見あたりません。実は、豆腐

は屋根の上に置
お

いてあり、見つけた母はとても驚
おどろ

くのでした。

　また、ある日のこと。おなかがすいた雲右衛門は、母におやつをねだると、「お菓
か し

子がな

いから、ご飯
はん

でも食べてなさい」と言われました。そして、夕食時。母がご飯の入ったお櫃
ひつ

をのぞいてまた驚
おどろ

きました。３升
しょう

（約
やく

30合）あったお米が一粒
つぶ

も残
のこ

ってなかったのです。

《 雲右衛門の手形 》

　稀
き だ い

代の巨
きょじんりきし

人力士と言われる釈
しゃかがたけ

迦嶽雲右衛門ですが、その大

きさをうかがい知ることができる遺
い ひ ん

品などが、ふるさと大塚

町に残
のこ

っています。

　大森康吉さん宅
たく

には、雲右衛門の手形が押
お

された掛
か

け軸
じく

が

大切に保
ほ か ん

管されています。手形は、長さ26㎝、幅
はば

13㎝と桁
けたちが

違

いの大きさで、手のひらのしわなどもしっかりと残
のこ

り、力強

さが感じられます。雲右衛門が存
そんざい

在した確
たし

かな証
あか

しであり、

地
じ も と

元の英
えいゆう

雄として、年月を経
へ

ても、なおふるさとに息づいて

います。（一
いっぱんこうかい

般公開はされていません）

雲右衛門の弟をはじめ大
おおつか

塚からはたくさんの力
りき し

士

が出ています。他
ほか

にもいろいろな逸
いつ わ

話や、相
すも う

撲に

かかわる碑
ひ

が大
おおつか

塚にはあります。（碑石には、手形

があるものもあります。）調べてみましょう。

勉斎の墓がある洞光寺

勉斎の資料が展示されている
広瀬町名誉町民顕彰館

釈迦嶽雲右衛門の等身碑（大塚町）

雲右衛門の手形
（大塚町大塚交流センター）

記念銅碑『勉斎山邨先生碑』
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（４）水
み ず

抜
ぬ

きトンネルを造
つ く

った原
は ら

重
じゅう

兵
べ え

衛
　原

はら

重
じゅうべえ

兵衛は約150年前、水
み ず ぬ

抜き用のトン

ネルを作り、安来市赤
あかさき

崎町付
ふ き ん

近の田を良
よ

く

しました。

　現
げんざい

在は、赤
あかさき

崎町から月坂町にかけて

広
こうだい

大な田んぼが整
せ い び

備されていますが、

江
え ど じ だ い ま っ

戸時代末期
き

までは、水
すいがい

害の多い湿
しつでん

田や

沼
ぬ ま た

田で、耕
こうさく

作も容
よ う い

易ではありませんでし

た。特
とく

に赤
あかさき

崎と月坂の境
きょうかい

界あたりは水が抜
ぬ

けなくて、稲
いね

を作る

ことがとても難
むずか

しかったものです。重兵衛は、この水を抜
ぬ

くた

めに、5年の歳
さいげつ

月をかけて北面の赤
あかさきやま

崎山を貫
つらぬ

くトンネルを掘
ほ

り

抜
ぬ

きました。この工事は、嘉
か え い

永４年（1851年）に完
かんせい

成しまし

た。延
えんちょう

長55ｍ、高さ・幅
はば

とも1.8ｍの水
み ず ぬ

抜き用トンネルが完
かんせい

成

したおかげで50ヘクタールの実りの豊
ゆた

かな穀
こくそうちたい

倉地帯が出
しゅつげん

現した

のです。

　彼
かれ

の実
じっせき

績は、川
か わ ほ

堀りだけではありません。

農
のうそんしんこう

村振興のためにも大いに力を尽
つ

くしました。温
おんこう

厚

で人
にんじょう

情に厚
あつ

く、仕事に忠
ちゅじつ

実な重兵衛は、明
め い じ

治に入っ

てから戸
こちょう

長（村長）まで勤
つと

めました。

50ヘクタールってどのくらい
の広さかわかるかな。

１ヘクタール

100m

100m

（５）土
と ち

地開
か い た く

拓に尽
つ

くした黒
く ろ か わ

川羽
う ざ え

左衛門
も ん

　羽
う ざ え も ん

左衛門は土地開
かいたく

拓の技
ぎじゅつ

術に優
すぐ

れていたため、第

八代母里藩
はんしゅ

主、松
まつだいら

平直
なおおき

興に召
め

し抱
かか

えられました。

　そのころ東母里の古
ふるいち

市は水が不
ふ べ ん

便だったので土

地の大部分が畑として利
り よ う

用されていました。羽左

衛門は井
いじりむら

尻村から山
やますそ

裾に沿
そ

って水路をつくり、こ

こに２ヘクタールあまりの田んぼをつくりまし

た。しかし、この田んぼは伯
は く た

太川よりも低
ひく

かったので排
はいすい

水

がうまくいきませんでした。そこで、羽左衛門は亀
き

遊
ゆう

山
ざんろく

麓

の岩
がんぺき

壁を切り抜
ぬ

いて、田地の水が原
はらだい

代の方に流れ出るよう

に工
く ふ う

夫しました。今でも岩
がんばん

盤には、そのときののみの跡
あと

が

残
のこ

っていると言われています。

　羽左衛門が手がけた最
もっと

も大きな工事は文化８年（1811

年）から翌
よくねん

年にかけ

て行われた、「才
さい

の

峠
たわ

の切り通し」とい

われています。その

ころの伯
は く た

太川は粟
あわくら

倉から中山を迂
う か い

回して横屋の方

に流れていました。そこでこの中山の根にあたる

才の峠を開
かいさく

削して伯
は く た

太川を直流させ、今まで川が

流れていたところを埋
う

め立てて、３ヘクタールあまりの田んぼにしました。岩
がんばん

盤が固
かた

く、

工事は大
たいへんなんこう

変難航しました。また、埋
う

め立てには大
たいりょう

量の土が必
ひつよう

要で、遠くの山の土を切り崩
くず

し、長い水路をつくって流し込み、ようやく完成させました。

　羽左衛門が開
かいこん

墾した田んぼは約30ヘクタールを越
こ

えたと言われています。

このようにたくさんの
先
せんじん

人の努
どりょく

力によって私
たちのくらしが支

ささ

えら
れてきたんだね

実
じっさい

際にその場所に出か
けて、地

ちい き

域の人にイン
タビューしてみるのも
いいね。

トンネル入り口（赤崎町）

原 重兵衛の碑（赤崎町貴布袮神社）

才の峠の切り通しができる前の伯太川予想図（伯太町井尻）

亀
き

遊
ゆう

山
ざんろく

麓の水路予想図（伯太町東母里）

才の峠の切り通し（伯太町発電所近く）

赤い四角：１ヘクタ〡ル
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今まで紹
しょうかい

介してきた本や情
じょうほう

報は、以
い か

下のところで得
え

る

ことができます。もっともっと学んだり、調べたりし

たい人は行ってみましょう。

「郷
きょうどしりょう

土資料」コーナーには、安来市の今や昔に関す

る資
しりょう

料が集められています。また、子ども図書館の

「郷
きょうど

土の本」コーナーには、子ども向けのやさしい読

み物があります。学校や地
ちい き

域の図書館にもあるので、

探してみましょう。

◆安来市立図書館　　TEL0854-22-2574

安来駅の構
こうない

内に安来市観
かんこうきょうかい

光協会があります。市内の名

所、旧
きゅうせき

跡に関するパンフレットが置いてあります。また、

安来市観
かんこう

光ボランティアガイドも行っています。ホー

ムページからは、様々な情
じょうほう

報を得
え

ることができます。

◆安来市観
かんこうきょうかい

光協会　　TEL0854-23-7667

道の駅　情
じょうほう

報コーナーでは、楽しい安来弁
べん

トークや安

来の風
ふうけい

景、ふるさと安来の昔話などが放
ほうえい

映されていま

す。また、市内の名所、旧
きゅうせき

跡に関するパンフレットや

イベント情
じょうほう

報がたくさんあります。

◆道の駅　あらエッサ　　TEL0854-23-2510　

安来市の古
こだい

代から近
きんせい

世にかけての歴
れきし

史を「いにしえの

安来」「富
とだじょう

田城と乱
らんせ

世」「新しい世界へ」の大きく分け

て、わかりやすく展
てん じ

示してあります。その他市内に

は、和
わこうはくぶつかん

鋼博物館、いにしえ横
よこあながくしゅうかん

穴学習館、金
かな

屋
や

子
ご

神話

民
みんぞくかん

俗館、安来市立民
みんぞく

俗資
しりょう

料館
かん

があります。

◆安来市立歴
れきししりょうかん

史資料館　　TEL0854-32-2767

学びを深めよう

安来ふるさと読本
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